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Wilson, 1982; Seligman, 1971）。動物恐怖症に関していえば，ヘビやクモが恐怖症の対象に挙がる
ことが多いとされている（Rakison, 2009）。これまでに多くの心理学実験において，ヘビとクモ
に対して向けられる注意にバイアスがみられることが示されてきた。 





ら，ヘビとクモは，花やキノコよりも閾値が低いことが示唆された（Öhman ＆ Soares, 1993）。
心拍数の変化を指標とした同様の実験では，電気ショックと対呈示されたヘビ，クモ，花，キノ
コの写真のうち，ヘビとクモの写真に対しては心拍数が増加したのに対し，花とキノコの写真に























































































るという結果である（Öhman et al., 2001; Lipp, 2006, Experiment 1; Lipp et al., 2004, Experiments 
1 and 1a; Purkis ＆ Lipp, 2007）。2つ目のパターンはその逆で，恐怖関連刺激のみの試行のほ
うが，反応が遅くなるという結果である（Brosch ＆ Sharma, 2005; Lipp, 2006, Experiment 2, at 
the largest display size; 柴崎・川合，2011; Soares et al., 2009, Experiment 2; Tipples et al., 2002, 
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Experiment 1）。そして3つ目のパターンが差なしという結果である（Lipp, 2006, Experiment 2, at 




生じ，それが迅速な反応を引き起こしている可能性も考えられ（Shibasaki, Isomura, ＆ Masataka, 













で毎年10万人もの人々が毒ヘビに咬まれて亡くなっているといわれており（Kasturiratne et al., 
2008），人類の進化の歴史を通じて常に脅威となる存在であったことは想像に難くない。しかし
クモに関しては，約3万8千種いるうち，ヒトにとって危険な毒グモはわずか0.1～ 0.3％でしか
ないといわれており（Steen, Carbonaro, ＆ Schwartz, 2004），人類の進化史において脅威となる存
在であり続けたとは考えにくい。特に日本にはヒトを死に至らしめるほどの強い毒をもったクモ














い評定値がつけられた（Gerdes, Uhl, ＆ Alpers, 2009）。クモよりもハチのほうがヒトとの遭遇率









































てそれらが左視野に出現したときに反応が迅速になることが確認されている（Kaplan ＆ Rogers, 
2013; Vallortigara ＆ Rogers, 2005）。たとえば餌を食べているイヌに対してヘビの写真を左右から
同時に近づけていくと，左視野から近づいてきたヘビに対して先に反応が生じることが多くなる
（Siniscalchi, Sasso, Pepe, Vallortigara, ＆ Quaranta, 2010）。また，コモンマーモセットに対して覗
き穴のついた不透明な箱を呈示すると，中に餌が入っているときには主に右目で覗こうとするが，
















ビに遭遇すると警戒声を発するなどの恐怖反応を示したと報告されており（Öhman ＆ Mineka, 
2003），野生のサルの場合はヘビに対して強い恐怖反応を示したとする報告が大多数を占めてい
る（e. g., Bartecki ＆ Heymann, 1987; Boinski, 1988; Joslin, Fletcher, ＆ Emlen, 1964; Mineka, Keir, 



















考えられている（Blanchard ＆ Blanchard, 1972）。では実験室で生まれ育ち，ヘビを一度もみたこ
とのないサルにヘビを見せると恐怖反応が示されるかといえば，結果は研究によってまちまちで
あり，ラットの実験ほどはっきりとした結論は得られていない。ヘビに対してまったく恐怖反応
を示さなかったとする研究もあれば（Mineka ＆ Öhman, 2002），防衛反応を示したとする研究も
存在する（Mineka, 1987）。また，ヘビに対して防御反応を示すのは最初のうちだけで，ヘビの
呈示を繰り返すと速やかに馴化を示したとする報告もある（Nelson, Shelton, ＆ Kalin, 2003）。こ
れらの結果だけをみると，サルにとってヘビに対する恐怖心は生得的なものではなく，のちの経
験によって獲得されるものであるという説のほうが正しいように思えるが，話はそう単純ではな





























い恐怖心を獲得しないことも確認されている（Mineka ＆ Cook, 1986）。 
 　電気ショックをヘビあるいは花の写真と対呈示すると，ヘビの写真に対しては恐怖条件づけが
























＆ Bennett, 1984; Greene, 1988），サルは遭遇したヘビの姿勢から，そのヘビの危険度を判別して





とから（Flykt, 2005; Shibasaki ＆ Kawai, 2009），ヘビの検出は色以外の要素に基づいて行われて
いると考えられる。ヒトの脳波を指標とした最近の研究により，ヘビのウロコの写真はトカゲの
ウロコやトリの羽毛の写真などよりも強いEPN（情動を喚起する視覚刺激を処理する際に生じる
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